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これまでのＩＴ戦略に見る「医療」１．

ｅ－Ｊａｐａｎ戦略ｅ－Ｊａｐａｎ戦略ⅡⅡ以降、医療に関して・・・以降、医療に関して・・・

戦略 戦略上の記述例

e-Japan

戦略Ⅱ

・患者医療情報を、医療・保健機関間で連携活用

・医療機関についての情報を国民に開示

診療報酬請求業務のオンライン化による業務の合理化戦略Ⅱ

（２００３）

・診療報酬請求業務のオンライン化による業務の合理化

・診療報酬を担保にした金融機関からの融資

・病名、医薬品等の統一コードの整備などを推進

IT新改革

戦略

・診療報酬請求書の完全オンライン化による事務コスト削減

・個人の健康情報を生涯を通じて活用できる基盤を構築

・遠隔医療を推進し 地域の医療格差を解消戦略

（２００６）

遠隔医療を推進し、地域の医療格差を解消

・地デジ等を活用し、救急時の効果的な患者指導等を実現

・導入目的を明確にした上で、電子カルテ等の普及を推進

援
i-Japan

戦略2015

（２００９）

・電子カルテ、遠隔診療器等の導入支援と医療機関間の情報

連携の仕組み作り

・医療クラークの養成と医療情報システムの標準化
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（２００９）
医療クラ クの養成と医療情報システムの標準化

・レセプト・特定健診情報の分析・活用ルール、仕組みを整備



電子カルテと電子レセプト（（ITIT新改革戦略策定時）新改革戦略策定時）２．

電子カルテの意味電子カルテの意味

診療機関Ｂ 診療機関Ａ 患者診療機関

カルテは患者のもの？
医師のメモ（著作物）？

病名などが統一されないと
情報の共有 連携 活用不可

診療報酬請求のフロー診療報酬請求のフロー

審査支払い機関診療機関 保険者

医師のメモ（著作物）？情報の共有・連携・活用不可

審査支払い機関診療機関 保険者

再入力審査し、紙に統一
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９５％以上は機械書き オンライン化へ



ｕ－Ｊａｐａｎ大賞受賞例３．

地域の診療機関が診療情報を共有地域の診療機関が診療情報を共有

インターネットを利用した地域医療連携システム（２００８年）

病院Ａ
診療所Ｃ

インタ ネットを利用した地域医療連携システム（２００８年）

病院Ａ

診療所Ｄ

診療情報
病院Ｂ

診療所Ｅ

・診療情報を共有して、一貫した医療が可能になる
重複診療を排除し 効率向上 医療費削減にも ながる・重複診療を排除し、効率向上・医療費削減にもつながる

・診療情報が開示され、納得できる医療を実現できる
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診療情報を、的確・安心・安全・効率的に扱う機関あっての成功



クラウドコンピューティング４．

クラウドコンピューティングとは？クラウドコンピューティングとは？

・ＩＣＴ資源は「雲の向こう側」にあり

・必要な時に、必要なだけ情報処理機能をサービスとして利用

サービス利用サービス利用

クラウドクラウド

システム構成などを意識せずにシステム構成などを意識せずに
ＩＴ資源をサービスとして利用

ビ 利 ビ 利
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サービス利用 サービス利用



４． クラウドコンピューティング

特徴 利用目的

クラウドコンピューティングの特徴と利用目的クラウドコンピューティングの特徴と利用目的

特徴 利用目的

合理化・コスト削減導入・改編が容易導入・改編が容易 合理化・コスト削減

新事業・サービス開始日々の運用が楽日々の運用が楽

導入 改編が容易導入 改編が容易

新事業・サービス開始

起業（スタートアップ）社内資源を柔軟に配置社内資源を柔軟に配置

日々の運用が楽日々の運用が楽

起業（スタートアップ）社内資源を柔軟に配置社内資源を柔軟に配置
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膨大な情報を扱うシステムが、比較的容易に使えるようになる



センサーネット５．

リアル世界の情報を取り込む技術リアル世界の情報を取り込む技術

例：腕時計型センサーネットで、脈拍や加速度を遠隔計測例：腕時計型センサ ネットで、脈拍や加速度を遠隔計測
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センサ カメラ 衛星リモセン ラベルシール ケータイ 自律ロボット



センサーネット５．

センサーネットを利用した健康管理センサーネットを利用した健康管理

体

健康情報

体
重
・活
動

・健診結果
体重 動状動

計
測

指導ノウハウ

生体変化に関わる
複合要因間の

生体変化に関わる
複合要因間の

・体重・活動状況
・指導履歴

保健師メッセージ健診結果

複合要因間の
相関分析

複合要因間の
相関分析

指導案の提示
・生活習慣改善

行
動
最

介入タイミング

保健師 ッ ジ健診結果

減量メニュー

運動量

食事量生活習慣改善
・保健指導

減量参加者

最
適
化

体重変化

喫煙状況飲酒量

食事量
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健康管理分野には有効だが、医療分野・介護分野にも適用可能では



データ連携、活用に向けた課題６．

ｉ－Ｊａｐａｎ戦略２０１５ｉ－Ｊａｐａｎ戦略２０１５

項目 戦略上の記述 主な争点

医療課題

・遠隔医療に関するデータの蓄積、安全性

有効性に対する検証を経て適用拡大

電子カルテ 遠隔診療器等の導入支援
・検証にかかる期間

医療課題
への対応

・電子カルテ、遠隔診療器等の導入支援

と医療機関間の情報連携の仕組み作り

・医療クラークの養成と医療情報システム

・医療現場そのもの

の標準化

の標準化

・医療データの個人へ提供する仕組みと

データアクセス履歴を確認する仕組み ・国民電子私書箱
日本版

ＥＨＲ

の実現

デ タアクセス履歴を確認する仕組み

・医療・介護にかかわるＩＤ基盤を構築

・個人向け健康サービス産業群創出

レセプト 特定健診情報デ タベ スの

国民電子私書箱

との関係

・健康サービス産業

の資格条件
の実現

・レセプト・特定健診情報データベースの

分析・活用ルールおよび仕組みを整備

の資格条件
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レセプト１５億件のデータが２０１１年には収集可能だが、活用は？



データ連携、活用に向けた課題６．

３つの壁３つの壁

技術面技術面

■データ入力 センサネット・ＲＦＩＤタグ・カメラ・Ｗｅｂ検索等
■分析・解析 大量データのリアルタイム処理

社会 経済面

■分析・解析 大量データのリアルタイム処理
■管理 アクセス制限・情報セキュリティ対策

社会・経済面

■情報一元化 データの標準化・コード体系整備・過去のデータの活用法
■サ ビス価値 情報量と経済性のクロスポイント それまでの投資計画

制度面

■サービス価値 情報量と経済性のクロスポイント・それまでの投資計画
■リスク評価 事業リスクの評価と回避策・ＳＬＡの検討

SLA:Service Level Agreement
制度面

■情報管理規範 データの匿名性・再利用の条件・加工利用のガイドライン

SLA:Service Level Agreement
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■検察・罰則 監査のあり方・万一の事故に対する処置



このＷＧで議論したいこと７．

医療医療××ＩＣＴの課題と対策ＩＣＴの課題と対策
■業務の標準化がない分野では、ＩＣＴ導入効果は限定的

デデ

■競争領域と非競争領域の分離が、標準化の第一歩
■その意味で、医療に関わる事務から始めるのも一法

データの共有・連携・活用に向けてデータの共有・連携・活用に向けて

■個人情報に関わるものは、世論を形成することが必須
■国民へのメリ ト リスク 管理体制などの説明要■国民へのメリット、リスク、管理体制などの説明要
■各機関が、どんな情報を持っていて何を欲しているかを調査
■各機関の公表可能なデータは、速やかに開示各機関 公表可能なデ タ 、速や 開示

保有情報 希
☆どんな情報がある？ ☆調査しているがどこかにある

保有情報 希望情報☆デジタルか紙か？
媒体・フォーマットは？

☆ＩＤ体系などデータ形式
☆誰のもの？

☆調査しているがどこかにある
☆より精度等の高い情報が欲しい
より良いサービスにつながる

☆他の情報と掛け合わせると
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☆誰のもの？
☆他部署と共有できる？

他 情報 掛け合わ る
価値が高い




